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近
年
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
賃
本
研
究
は
か
な

り
の
進
展
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
従
来
は
、
文
献
学

的
方
法
に
傾
斜
し
が
ち
で
あ
っ
た
「
日
本
学
」
の

伝
統
が
重
き
を
な
し
て
い
た
が
、
次
第
に
広
く
社

会
科
学
的
な
視
野
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
心
の
広
ま
り

を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
が
、
東
京
に
お
け
る
ド

イ
ツ
日
本
研
究
所
の
開
設
二
九
八
八
年
）
だ
ろ

う
。
ま
た
、
研
究
対
象
が
次
第
に
時
代
的
に
下
が

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
う
し

て
日
本
の
近
現
代
を
、
す
ぐ
れ
て
歴
史
学
的
立
場

か
ら
考
察
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
立
ち
現
れ
て
き

た
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
書
物
も
、
そ
う
し
た
立
場
に

立
つ
農
本
研
究
の
一
名
で
あ
る
。
本
書
は
、
臼
溝

戦
争
ま
で
の
明
治
前
半
期
に
お
け
る
日
本
の
外
交

を
、
そ
の
対
ア
ジ
ア
政
策
を
軸
に
分
析
的
に
概
観

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
一
九
八
九
年
に
ブ

ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
を
基

礎
に
し
た
も
の
で
、
著
者
は
新
進
気
鋭
の
二
本
研

究
者
で
あ
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
の
近

代
日
本
研
究
は
、
最
近
の
研
究
成
果
を
見
て
も
、

な
お
ド
イ
ツ
に
視
点
を
据
え
、
自
国
と
の
関
係
を

軸
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（
霞
9
ヨ
葭

Q
り
叶
夢
考
同
5
b
賠
§
黛
。
§
ミ
請
さ
§
密
猟
簿
§
㍗

恥
§
磯
§
恥
審
§
U
馬
ミ
砺
職
ミ
§
ミ
§
ミ
智
辱
§
駄
。
。
冶

乱
。
。
q
。
。
る
9
算
σ
q
ρ
界
一
り
。
。
ご
図
。
舞
舞
舘
9
鶴
野
一
マ

覧
。
戸
血
書
§
い
§
織
ミ
馬
§
ミ
逡
ぎ
窓
喰
9
δ
鶏

唐
§
簿
鼠
。
。
ミ
農
。
。
矯
。
。
鴇
ω
9
♂
♂
σ
q
ρ
唇
お
。
。
ご
寓
7

0
冨
9
閑
鍵
。
劉
b
驚
惣
畿
馬
潮
§
偽
§
§
傍
鼻
§

智
辱
§
い
§
ミ
b
馬
ミ
象
ミ
§
恥
駄
。
。
姶
－
遣
ミ
§
四
蝋
ミ

9
偽
§
織
ミ
ミ
b
醇
ミ
§
多
多
ミ
恥
§
薦
織
ミ
ミ
ミ
恥
罫
や

、
計
富
剛
域
§
硲
§
螂
U
一
。
。
の
‘
累
琴
嵩
げ
貧
σ
q
お
。
。
Q
。
）
。

そ
の
点
、
日
本
外
交
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
、

帝
国
主
義
論
の
再
構
成
と
い
う
一
般
的
視
角
か
ら

そ
れ
を
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
本
書

の
一
つ
の
特
色
が
あ
る
。

　
本
書
の
目
的
は
、
日
本
の
膨
張
主
義
的
伝
統
を

そ
の
総
体
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
の
方
法
と
し
て
力
説
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一

つ
は
明
治
日
本
の
膨
張
を
、
朝
鮮
半
島
・
大
陸
へ

の
進
出
と
太
平
洋
へ
の
南
進
の
双
方
向
に
お
い
て

見
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
政
瞬
に
よ
る
狭
義
の
明

治
外
交
の
枠
を
越
え
て
、
臼
本
の
政
治
社
会
に
広

く
見
ら
れ
た
「
潜
在
的
な
覇
権
観
念
」
（
一
九
頁
）

の
摘
鵬
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
全
部
で
八
章
か
ら
な
る
。
問
題
設
定

と
分
析
方
法
を
説
明
し
た
第
一
章
を
承
け
て
、
第

二
章
は
、
明
治
外
交
の
前
史
に
充
て
ら
れ
、
近
世

東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
を
形
作
っ
た
華
夷
秩
序
、
幕

藩
時
代
遅
翔
の
対
外
認
識
、
開
国
の
過
程
な
ど
が

触
れ
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
吉
田
松
陰
を
代
表

者
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
を
門
野
心
的
な
征
服
構
想

の
対
象
と
し
て
」
（
五
二
頁
）
の
み
捉
え
る
拡
張
主

義
的
潮
流
の
存
在
が
重
視
さ
れ
る
。

　
「
復
古
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
と
近
代
化
の
要
請
し
と

題
す
る
第
三
章
で
は
、
明
治
初
年
の
対
朝
鮮
政
策
、

日
清
修
好
条
規
や
揖
倉
使
節
団
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
か
で
、
近
代
化
過
程
で
の
臼
本
の
西
洋
へ
の

接
近
と
東
ア
ジ
ア
へ
の
膨
張
に
見
ら
れ
る
稲
関
関

係
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日

清
修
好
条
規
や
琉
球
藩
設
置
を
め
ぐ
っ
て
の
、
欧

米
列
強
へ
の
日
本
の
対
応
が
そ
の
好
例
と
さ
れ
る
。
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介紹

つ
ま
り
、
欧
米
か
ら
の
圧
力
に
た
い
し
て
弱
く
、

一
方
ア
ジ
ア
隣
國
に
た
い
し
て
は
そ
の
分
強
硬
な

姿
勢
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略

は
、
欧
米
の
利
害
に
抵
触
し
な
い
範
閥
で
の
み

推
進
す
る
と
い
う
「
そ
の
後
の
日
本
政
治
の
基
本

型
」
（
七
三
頁
）
が
そ
こ
に
窺
え
る
と
い
う
。

　
第
四
章
は
、
征
韓
論
政
変
か
ら
江
華
条
約
に
よ

る
朝
鮮
の
開
国
ま
で
の
対
朝
鮮
政
策
を
対
象
と
し

て
い
る
。
七
三
年
の
政
変
は
、
本
質
的
に
は
政
府

内
権
力
闘
争
で
あ
っ
て
、
大
陸
と
太
平
洋
の
爾
北

双
方
向
へ
の
膨
張
主
義
の
墓
本
線
に
変
更
を
も
た

ら
し
た
も
の
で
は
な
い
。
他
方
で
征
韓
論
は
、
内

政
面
で
膨
張
の
対
外
転
嫁
と
し
て
の
社
会
帝
国
主

義
的
機
能
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
内
政
的
機
能
を

全
う
し
た
の
が
台
湾
出
兵
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
内
政
と
通
底
し
て
い
た
日
本
の
膨
張
主
義
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
「
日
本
の
近
代
化
政
策
の
因
子

で
あ
り
帰
結
で
も
」
（
＝
二
八
頁
）
あ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
大
久
保
に
お
い
て
も
っ
と
も
明
瞭
に
表
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
根
本
テ
ー
ゼ
を
引
き
継
い
で
い
る
の

が
、
「
国
内
の
抑
圧
－
対
外
的
膨
張
」
と
題
し
た

第
五
章
で
あ
る
。
本
章
は
、
琉
球
・
朝
鮮
の
華
夷

秩
序
か
ら
の
分
離
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
開
治
一
四
年
政
変
、
琉
球
処
分
、
琉
球
条

約
交
渉
、
さ
ら
1
7
一
甲
申
事
変
・
天
津
条
約
ま
で
の

朝
鮮
情
勢
な
ど
が
対
象
で
あ
る
。
国
内
的
に
は
、

明
治
政
欝
は
朝
鮮
問
題
を
正
画
に
掲
げ
る
こ
と
で
、

内
政
薗
で
の
自
由
を
得
、
軍
拡
路
線
を
実
現
す
る

か
た
わ
ら
、
自
由
民
権
運
動
の
馴
致
と
、
「
国
権
」

を
軸
に
し
た
そ
の
統
合
に
成
功
し
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
論
述
が
概
ね
酒
代
順
に
進
ん

で
き
た
の
に
た
い
し
て
、
第
六
章
は
、
膨
張
主
義

の
背
後
に
あ
る
思
想
に
法
意
を
向
け
て
い
る
。
但

し
主
な
対
象
は
、
反
政
府
勢
力
ま
で
含
め
て
、
む

し
ろ
明
治
外
交
の
周
辺
部
に
い
る
諸
勢
力
で
あ
る
。

焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
章
の
表
題
が
示
す

よ
う
に
、
「
ア
ジ
ア
主
義
」
と
「
脱
ア
ジ
ア
」
が
表

裏
一
体
と
な
る
両
義
性
で
あ
る
。
本
章
は
、
類
型

論
的
に
さ
ら
に
三
節
に
分
か
た
れ
て
い
る
が
、
と

も
か
く
論
述
対
象
は
、
陸
軍
の
戦
略
、
自
由
民
権

運
動
の
国
権
論
、
拡
張
主
義
団
体
の
種
々
の
広

報
・
宣
伝
、
「
大
陸
浪
人
」
の
非
合
法
活
動
な
ど

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
第
七
章
は
、
日
清
戦
争
ま
で
の
経
過
を
扱
う
。

神
権
的
な
明
治
憲
法
体
制
の
成
立
や
、
軍
部
独
自

の
対
中
戦
争
準
備
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、
明
治
外
交

に
お
け
る
対
欧
米
、
対
ア
ジ
ア
の
二
つ
の
契
機
の

相
関
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
条
約
改
正

交
渉
の
成
功
ま
で
は
積
極
的
な
愚
母
外
交
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
逆
に
そ
の
後
、
陸
奥
外
相
は
軍
部

と
密
接
に
協
岡
し
て
、
戦
争
突
入
を
敢
行
し
た
。

　
結
語
た
る
第
八
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
述
を
要

約
す
る
一
方
で
、
当
該
期
以
降
の
展
望
を
述
べ
て

い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
明
治
外
交
を
分
析
的
に

把
握
す
る
う
え
で
、
ヴ
ェ
ー
ラ
i
鍛
・
と
曾
≦
Φ
匡
霞

の
社
会
帝
國
主
義
論
は
あ
る
程
度
の
示
陵
を
与
え

る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
含
め
て
従
来
の
帝
国
主
義

論
は
、
欧
米
の
事
例
を
基
礎
に
し
て
構
想
さ
れ
て

い
る
だ
け
に
、
臼
本
の
ケ
ー
ス
に
は
十
全
に
は
該

当
し
な
い
。
今
後
、
よ
り
広
範
な
帝
国
主
義
論
の

構
築
を
展
望
し
て
、
著
者
は
さ
し
あ
た
り
閉
治
外

交
を
「
予
防
的
帝
国
主
義
」
（
三
＝
頁
）
と
理
解

す
る
こ
と
を
提
囑
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
近
代
的

膨
張
主
義
が
、
近
代
化
の
圧
力
の
下
で
防
御
的
動

機
に
支
え
ら
れ
て
、
欧
米
的
な
帝
国
主
義
政
策
に

発
展
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
著
者
の
基
本
的
視
点
は
、
日
本
の
近
現
代
に
は

一
貫
し
た
侵
略
主
義
の
伝
統
が
あ
り
、
そ
れ
は
第

二
次
大
戦
を
越
え
て
、
現
代
の
日
本
の
東
密
ア
ジ

ア
へ
の
経
済
進
出
に
ま
で
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
侵
略
主
義
の
基

礎
が
置
か
れ
た
の
が
曝
治
前
半
期
だ
と
い
う
視
角

か
ら
、
本
書
は
豪
富
期
の
臼
本
の
対
ア
ジ
ア
政
策

を
包
括
的
に
傭
澱
し
て
い
る
。
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も
っ
と
も
、
著
考
は
臼
本
で
の
侵
略
主
義
の
歴

史
的
連
続
性
や
社
会
的
浸
透
力
の
強
さ
を
強
調
す

る
あ
ま
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
牽
強
付
会
に
陥
っ

て
い
る
節
が
な
い
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期

に
つ
い
て
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
を
甚

だ
強
調
す
る
の
も
、
必
ず
し
も
首
肯
で
き
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
書
は
因
薯
者
独
自
の
解
釈
が
前
面
に
強
く
出

た
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
準
拠
枠
を
提
供
し
た
い
と
い
う
、
い

わ
ば
研
究
戦
略
的
考
慮
か
ら
、
意
識
的
に
一
次
史

料
の
利
用
は
控
え
、
膨
大
な
日
本
語
二
次
文
献
を

素
材
と
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
詳
細
な
欄
々

の
史
実
に
拘
泥
す
る
よ
り
も
、
荒
削
り
で
も
、
ま

ず
と
に
か
く
全
体
像
の
定
立
を
必
要
と
考
え
た
た

め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
的
姿
勢
は
外
国
史
研

究
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
評
価
で
き
る
も
の
を

も
っ
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
実
証
的

に
は
嶺
該
の
テ
ー
マ
に
薪
た
な
知
見
を
も
た
ら
す

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
と
に
か
く
｝
つ
の
全

体
像
を
立
て
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
は
興
味
深

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
ゴ
瓢
ハ
ニ
盟
無
　
　
一
九
九
〇
年
　
憶
．
O
C
砕
①
ぎ
O
醜
く
二
連
α
Q
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
中
亭
　
東
海
大
学
助
教
授
）

一
暴
術
会
議
だ
団
　
α
0
0

－
N
2
一

平
成
三
年
一
一
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

　
田
本
学
術
会
議
は
、
こ
の
た
び
開
催
し
た
第
｝

一
三
回
総
会
に
お
い
て
、
第
一
五
期
活
動
計
画
と

新
し
い
特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
◇
第
一
五
期
活
動
計
画

　
日
本
学
術
会
議
は
、
創
設
以
来
、
科
学
者
や
学

徳
研
究
団
体
と
の
連
携
の
下
に
、
そ
の
目
的
・
職

務
の
遂
行
に
努
力
し
、
我
が
圏
の
学
術
研
究
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
の
重
要
な
勧
告
等
を
行
い
、
研

究
所
の
設
立
な
ど
を
含
め
て
数
々
の
業
績
を
挙
げ

て
き
た
。
ま
た
、
数
多
く
の
国
際
学
術
団
体
と
の

連
携
・
協
力
、
国
際
学
術
協
力
活
動
へ
の
参
加
な

ど
世
界
の
学
界
と
提
携
し
つ
つ
学
術
の
進
展
に
貢

献
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
創
設
後
四
〇
有

余
年
を
迎
え
た
現
在
、
学
術
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
著
し
い
変
化
を
生
じ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
第
一
五
期
日
本

学
術
会
議
は
、
本
会
議
の
創
設
以
来
の
基
本
的
精

神
を
引
続
き
堅
持
し
な
が
ら
、
変
動
の
激
し
い
内

外
情
報
に
対
応
し
て
、
な
お
一
層
の
成
果
を
挙
げ

る
べ
く
奴
刀
力
山
夕
る
。

　
日
本
学
術
会
議
は
、
学
術
に
関
す
る
重
要
事
項

を
自
主
的
に
審
議
し
、
我
が
国
の
学
術
研
究
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
方
策
を
立
案
し
、
学
術
研
究
の

成
果
を
行
政
、
産
業
及
び
国
民
生
活
に
反
映
浸
透

さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

会
員
の
科
学
的
知
晃
を
結
集
し
、
時
代
の
要
講
に

即
応
し
つ
つ
将
来
を
見
通
し
、
以
下
の
視
点
か
ら

学
術
研
究
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

　
人
文
・
社
会
及
び
自
然
科
学
を
網
羅
し
た
日
本

学
術
会
議
は
、
全
学
問
的
視
野
に
立
ち
、
学
術
研

究
団
体
を
基
盤
と
す
る
科
学
者
の
代
表
機
関
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
、
全
科
学
老
の
参
加
と
意
見

の
集
約
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

添
会
議
が
集
約
し
た
科
学
者
の
意
見
を
速
や
か
に

政
策
の
形
成
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。
特
に
学
術
政
策
に
つ
い
て
は
、
他
の
関
係
諸

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
。

　
ま
た
、
学
術
研
究
団
体
を
基
盤
と
す
る
日
本
学

術
会
議
は
、
関
係
あ
る
学
術
研
究
団
体
等
か
ら
推

薦
さ
れ
た
科
学
者
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
研

究
連
絡
委
員
会
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
活
動

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
術
研
究
団
体
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
研
究
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
高
度

化
す
る
学
術
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

　
我
が
国
の
科
学
者
を
内
外
に
代
表
す
る
機
関
で
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